
稲
胡
麻
葉
枯
病
の
一
次
護
生
防
止
法
三
し
て
の
籾
種
消
毒

農
園
学
博
士

西

門

義

一
円
一
七
O
V

パ
チ
ヱ
ラ

1
オ
プ
守
イ
エ

Y
ス

中

山

隆

夫

内

容

一
、
緒

da-E・E・-::iz--at---tz・:
回二

二
、
被
害
籾
種
の
類
剤
庫
裡

:titi---iz--z-z
四一一一

ー
、
フ
オ
ル
マ
リ
シ
・
・
・
:
・

:ti--・::it--・
:
四
一
回

2
、

出

肌

零司E

酸

3
、
界

4
.
ウ

ス

プ

ル

yiztiz----zi--ti--
四一
A

て
緒

書

5
、

ゲ

ル

ミ

サ

ν・tiz---zi--zti----
四一九

6
、
小

結

E・E・---zziSEi--川、
.. ・・四

A

一。

一
一
一
・
被
害
籾
種
の
浸
湯
鼠
理
・
・

iz--z--tiz---22
哩一。

問
、
被
害
籾
四
帽
の
給
水
温
湯
島
理
Z
Z
E
・E
・--iz----
四一一六

五
、
開

活

-tEze--eats-zziι
十四一一九

51 

用

文

献

相
胡
麻
薬
枯
病
は
稲
病
害
中
最
も
蔓
廷
の
庚
き
病
害
で
共
の
被
害
は
稲
熱
病
の
夫
に
比
し
て
劣
ら
ざ
る
程
度
で
あ
る
事
が
多
い
。

然
も
共

印
ち
黒
海
良
平
氏
〈
明
一
一
ぎ
一
)
堀
正
太
郎
樽
土
〈
明
三
回
)

は
本
病
の
叢
生
を
報
告
y

る
と
共
に
共
の
棋
の
被
害
を
報
告
し
原
撰
耐
民
(
大
芝

第
一
，
究
費
生
は
種
子
に
よ
り
て
侮
染
す
る
も
の
で
あ
る
事
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
居
る
。

は
本
病
被
害
の
不
良
組
が
停
染
の
媒
介
を
な
す
事
を
報
告
L

植田胡
E

岬
襲
格
病
の
一
市
矢
田
費
生
防
止
法
、
と
し
て
の
籾
種
消
毒

四



宿
胡
跡
事
構
柏
病
め
一
究
費
生
防
止
法
と
し
て
の
籾
蘭
消
穆

阿

-た
、
本
著
者
の
一
人
は
大
正
五
年
頃
よ
り
本
病
に
就
き
て
研
究
し
種
子
消
毒
に
就
き
て
報
告
す
る
鹿
が
あ
っ
た
。
即
ち
大
正
七
年
に
は
れ
西

門
・一
ニ
宅
大
ぎ
『
籾
種
。
消
毒
並
に
柄
胡
麻
葉
枯
病
の
強
防
法
(
一
)
籾
種
混
湯
浸
漬
」
冒
と
題
し
、
↓
へ
E
↓

O
年
比
は
「
同
(
二
)
硫
酸
銅
に
よ

る
藤
防
法
」
と
題
し
粗
種
滑
毒
に
就
き
て
記
述
し
た
。
更
に
「
釆
本
科
植
物
の
へ
ル
ミ
ン
ト
ス
ボ
リ
ウ
ム
病
に
闘
す
る
研
究
」
(
西
門
昭
き
に

於
て
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
分
生
胞
子
に
封
す
る
各
種
の
襲
剤
む
殺
菌
作
用
と
漫
度
及
底
理
時
間
の
開
係
を
明
ら
か
に
す
る
庖
が
ま
っ
た
。
共
で

ウ
ス
プ
ル
シ
に
よ
る
殺
菌
効
果
に
就
い
て
も
報
告
し
た
(
西
門
・
一
ニ
宅
昭
三
。
栗
林
教
衛
(
昭
附
)
氏
は
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
越
年
並
に
第
一
次

護
生
の
原
因
に
就
き
て
抱
報
告
し
た
。
鈴
木
博
士
〈
昭
き
も
・
本
商
の
稲
親
浸
害
の
等
質
を
報
告
し
て
居
る
。
伊
藤
博
士
(昭
ぎ
の
著
、
水
稲
主

要
病
害
第
一
次
費
生
と
共
綜
A
口
防
除
法
に
於
て
防
相
棋
消
毒
の
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
に
封
ず
る
影
響
が
詳
細
に
研
究
報
台
さ
れ
℃
居
る
.

上
越
の
如
く
稲
胡
麻
薬
枯
病
被
害
視
の
消
毒
に
闘
し
て
は
相
官
に
研
究
さ
れ
て
居
り
、
消
毒
の
質
施
に
就
い
て
も
伊
藤
博
士
(
昭
さ
林
郁

の
ホ
ル
マ
リ
ン
属
理
が
可
た
り
に
行
き
亘
っ
て
居
る
。
ホ
ル
マ
リ
ン
或
は
近
時
行
位
れ
て
居
る
ウ
ス
プ
ル
鹿
理
雄
一寸
は
簡
便
で
は
あ
る
が
、
現

在
の
非
常
時
局
下
で
は
資
材
嗣
係
で
ホ
ル
マ
リ
ン
等
よ
h
引
も
入
手
の
容
易
念
物
が
あ
れ
ば
と
考
へ
た
寸
前
も
商
代
に
於
け
る
新
胡
麻
葉
枯
病

の
費
生
蔓
延
は
近
時
愈
k

茜
し
い
物
が
あ
る
。
設
に
著
者
は
既
に
二

O
飴
年
前
に
ハ
西
門
・
コ
一
宅
大
芝
賞
験
し
た
嵐
で
は
あ
る
が
、
組
種
の

冷
水
温
湯
底
理
花
闘
す
る
賓
験
を
試
み
た
。
共
結
果
は
単
な
る
反
覆
に
す
ぎ
な
い
部
分
も
な
い
で
は
な
い
が
臨
戦
時
下
の
食
糧
増
産
に
寄
興

ず
る
結
も
少
く
な
い
の
で
、
之
を
公
に
し
報
閣
の
一
助
た
ら
ん
と
希
ふ
共
第
で
あ
る
。

二
、
被
害
粗
種
の
藁
剤
慮
理

稲
胡
麻
薬
粘
病
被
害
親
種
。
輔
剤
鹿
理
に
就
き
て
は
嚢
に
著
者
の
報
じ
た
鹿
で
あ
る
が
前
記
の
如
品
目
動
機
か
ら
更
に
共
効
果
に
就
き
て
の



賞
践
を
反
覆
し
た
。
印
ち
前
年
採
取
の
本
病
被
害
の
雄
榊
種
の
粗
種
で
比
重

一
・
一
八
以
上
の
物
を
と
9
従
来
の
成
績
で
共
消
毒
効
果
の
比
較
的
認
め
ら

れ
た
ホ
ル

7

H

Y
、
硫
酸
銅
、
舟
末
、
ウ
ス
プ
ル
ン
及
び
uq
ル
ミ
サ
ン
で
夫

々
嵐
理
し
た
。
而
し
℃
供
試
挫
剤
の
浪
度
に
麓
い

τは
本
著
者
。
嚢
の
貨
験

〈
ふ
へ
石
負
昭
一
一
)
伊
藤
博
士
の
報
台
(
昭
さ
共
他
の
成
績
を
多
照
し
て
稲
胡
麻
薬

枯
病
菌
の
被
害
楓
消
毒
に
好
適
と
思
は
る
』
護
度
及
慮
理
時
閣
を
濯
ぴ
て
さ

で
強
備
賞
臨
を
行
っ
た
。
其
海
底
と
時
間
と
は
也
九
の
様
で
賞
臓
の
調
度
は
麺

氏
略
「
哨
O
度
で
あ
っ
た
。

ホ

，11，. 

P
1
L局
方
、
意
図
J

、
-
J
M民
ウ
回
コ
問
、

銅
(
濁
滋
メ
ル
タ
製
品
)

ご
問
M
W

一一
%
液

間
防
関
島
理

二
M
声
液

硫

首量

界

家
(
局
方
、
日
本
製
薫
製
品
〉

一O
O
O倍
液

" 

をゲウ
験ルス

台ミプ

呆サル
は V :/ 

第吾議議
一枇泡泡
表製サ J
の品ツ了
官軍1 カ 0' 

-< リグ__ Y I 

JE 、戸製

Z 9  
四
O
O
P

" 

問
。

0・
w

一
E
『

h 

第
一
衰
の
結
集
に
よ
る
と
本
質
験
の
範
囲
で
は
何
れ
の
島
理
に
よ
り
て
も

淑
種
の
費
芽
は
少
し
‘
寄
さ
れ
な
い
で
共
寝
芽
歩
合
は
掛
国
側
の
無
底
辺
底
と

弱
湖
面
瞬
鶏
枯
由
関
の

戸
背
負
量
生
防
止
法
、
と
し
て
の
額
縁
消
毒

稲胡麻薬枯病被害担種の薬剤底哩と椴病苗

費生歩合〈強備質験〉

供訴品種雄御 〈別の均奮1.18)

結果誠査矯麓11日後

第 1表

m穏の髭芽 笛 の 被 容 健全苗 l
籾穏の 慮 理・

婦制|授開132被害総I後書室I合計I被歩合害 健菌数健箇
歩合

無 4 理 1∞ 98 9話 21) 32 52 52% .0 

ホルマリ :/1%4
1∞ 98 98.0 1 5 6 6.0 92 1 92.0 I 

時硫酸間偶2%液24時
1∞ 99 99.0 5 11 16 16.0 邸 83.0 

野ス7・ル:1"4∞倍
1∞ 1∞ 100.0 3 7 10 10.0 90 関.0iゑ錦繍1時 1∞ 98 98.0 6 24 部 30.0 

んさ'-iTY4OQ倍 33.0 
液 3時間 1∞ 1 32 国 前:66.0 

四
一一二



面
回
想
廊
相
需
給
篤
の
ご
矢
農
産
防
止
誌
と
し
て
の
現
罷
清
書
留-

同
様
或
は
夫
以
上
で
夫
々
九
八
d
w
以
上
を
示
し
た
。
其
稲
首
の
胡
麻
葉
枯
病
被
害
を
見
る
と
無
慮
理
組
か
ら
の
苗
の
被
害
は
五
二
d
w
k
及
び

共
健
背
歩
合
は
僅
か
に
四
六
%
に
す
ぎ
な
い
が
ホ
ル
マ

p
y
一
%
液
で
四
時
間
虚
理
し
た
粗
か
ら
の
首
で
は
被
害
苗
の
歩
合
は
僅
か
に
六
%

鴎
一
一
同

歩
合
一
六
%
で
健
背
歩
合
八
四
d
w
で
楠
効
果
が
あ
り
、
昇
宗
一

0
0
0僻
液
一
時
間
或
は
ダ
ル
ミ
ザ
シ
問
O
O鴨
液
一
一
一
時
間
届
理
で
は
夫
k

に
減
少
し
健
首
の
歩
合
は
九
二
婦
で
あ
っ
て
殆
ん
ど
完
全
に
激
防
の
目
的
を
建
せ
ら
れ
た
様
で
あ
っ
た
。
叉
ウ
ス
プ
ル
シ
四
O
O傍
液
三
時

間
庭
理
で
は
被
害
歩
合
一

O
M健
首
九
%
で
殆
ん

E
同
様
の
効
果
が
る
っ
た
。
同
時
に
試
験
し
た
硫
酸
銅
二
dn液
二
四
時
間
庭
理
で
は
被
害

三
O
及
三
三
%
の
幌
病
歩
合
が
あ
り
鷺
防
効
果
が
著
し
く
低
か
っ
た
。

上
記
本
試
臥
臓
に
供
用
し
た
襲
剤
の
浪
度
及
鹿
理
時
聞
は
従
来
の
賓
胎
結
果
か
ら
時
有
効
な
り
と
せ
ら
れ
た
鹿
を
反
耳
慣
し
た
の
で
あ
る
が
、

供
試
材
料
も
少
な
く
試
胎
直
別
も
少
な
か
っ
た
の
で
此
賄
は
更
に
再
検
討
を
試
み
る
事
と
し
衣
の
貨
験
を
行
っ
た
.

一
、
ホ
ル

-守

り

シ

前
記
の
強
防
賓
験
の
結
果
は
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
被
害
の
親
種
を
ホ
ル
マ
リ
ン
で
鹿
理
す
れ
ば
有
効
な
る
事
を
示
し
た
の
で
此
黙
に
就
き

τ

更
に
賓
験
を
進
め
た
、
ホ
ル
T
P
U
の
捜
度
は
0
・
0
二
五
U
W
0・
一
必

O
ふ
四
%
及
び
一
・
六
%
液
と
し
底
理
時
聞
は
て
四
、

一
二
及
び
二

四
時
間
'
と
し
た
。
虜
理
並
に
共
後
の
蛮
芽
試
験
は
揖
氏
二

O
度
で
行
っ
た
。
昭
和
一
五
年
産
雄
榊
世
に
就
き
底
理
を
行
ひ
播
種
一
一
日
間
後

の
費
芽
並
に
苗
の
桶
病
歩
合
を
算
定
し
た
結
果
は
戎
衰
の
如
く
で
あ
る
@
《
第
二
表
)

第
二
衰
の
結
果
に
よ
る
と
ホ
ル
マ
リ
ン
。

δ
二
五
d
w
液
で
慮
理
し
た
場
合
は
二
四
時
間
以
内
心
底
理
で
は
倫
五

piLハ
C
u
m根
病
首
歩

合
を
一
示
し
消
毒
の
効
果
は
少
し
も
な
〈
叉

O

ニdn
液
で
の
底
理
に
於
で
も
一
二
時
間
以
下
の
庫
理
で
は
、
情
且
五
O
M内
外
わ
被
害
が
あ

り
二
四
時
間
成
理
で
初
め
て
被
害
首
歩
合
が
二
二
M
W
に
下
っ
て
居
る
。

更
に

0
・
四
%
以
上
の
浪
怠
わ
液
で
四
時
間
以
上
鹿
哩
し
食
暢
令
は



稲胡麻葉枯病被害組種のホルマリシ鹿理に於ける共

讃度及び鹿理時間と視の稜芽並に擢病苗聾生歩合

供試品種雄 耐

結果議査播種11日後

第 2表

ホルマリ 慮理時間
籾麓の震穿 苗の t寵病 健全苗

シ調度
熔語数I設芽敏I重tv差1=1緩病根!i羅病重I合計 I霊ty安zコ 健菌数|健苗

歩合

1時間 50 49 拡%O 18 10 28 関%.0 21 42ラ.40 

4 11 日 50 1∞'.0 17 6 お 46.0 27 54.0 
O.但5%

12庁 回 回 100.0 18 11 29 国.0 21 42.0 

2411 50 1∞.0 22 10 32 64.0 18 36.0 

1 11 50 48 96.0 お 12 25 国.0 回 46.0 

4庁 回 49 98.0 7 16 泊 46.0 26 52.0 
0・1%

12庁 日 48 96.0 13 14 27 54.0 21 42.0 

2411 50 49 98.0 7 4 11 22.0 38 76.0 

1 11 日 回 1【)0.0 4 7 11 22.0 39 78.0 

4市 日 49 98.0 2 。 2 4.0 47 94.0 
0.4% 

12庁 回 50 1∞1.0 l 。 1 2.0 49 鉛.0

2411 日 50 1∞.0 2 。 2 4.0 48 鉛.0

1 11 印 印 1∞ρ 。。。0.0 回 1∞.0 

4市 回 49 98.0 1 。l 2.0 48 お.0
1.6% 

1211 国 49 98.0 1 。 1 2.0 48 96.0 

24..， 印 49 98.0 。。。0.0 49 98.0 

蔚
胡
踊
葉
桔
錆
の
一
次
量
生
防
止
法
と
し
℃
の
籾
麗
消
毒

被
害
首
歩
合
は
四
%

或
は
失
以
下
に
減
少

し
鹿
理
の
効
呆
を
判

然
と
認
め
る
事
が
凪

来
た
。
夫
故
粗
種
油

毒
は
此
程
度
の
浪
底

を
要
す
る
。
或
は
精

確
さ
を
増
す
た
め
に

一
%
程
度
の
液
で
四

時
間
或
は
夫
以
上
底

理
す
れ
ば
略
々
一
消
毒

の
目
的
を
達
す
る
事

が
出
来
る
。
此
鰯
伊

藤
博
士
(
昭
ぎ
の
報

告
と
略
主
軌
を
一
に

寸
る
。

四
一
五



蔚
都
圏
圃
襲
桔
病
の
一
次
義
生
防
止
法
と
し
て
の
籾
稽
消
毒

二
、
硫

酸

銅

種
子
消
毒
剤
と
し
て
の
硫
酸
銅
の
使
用
は
古
い
以
前
か

ら
の
事
に
岡
崎
し
之
に
就
い
て
は
著
者
は
嘗
て
記
述
し
た

西
門
・
一
ニ
宅
大
一
Q
)
鹿
で
あ
る
か
ら
反
覆
は
せ
た
い
が
共

後
本
著
者
の
貰
験
の
結
果
を
綜
合
し
て
昭
和
一
一
一
年
に
報
告

し
て
居
る
(
西
門
事
一
v
。
共
要
駐
を
，
択
に
摘
記
す
る
。

乾
燥
し
た
粗
種
を
二

O
度
内
外
の
温
度
で
、
硫
酸
銅
液

に
浸
潰
し
た
場
合
、
丸
五
%
以
上
の
費
芽
歩
合
を
示
し
た

硫
酸
銅
液
の
混
麗
ξ
時
間
の
聞
係
は
、
共
の
如
く
で
あ
っ

?と

罰
薄
醤
蒋
B
韓
同
時
作
一
書
濁
酷
諸
事
亙
作
己
霊
山
知

離

陣

内
哨

h
'
M

尋

富
山
事
)

え
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
胞
子
を
殺
減
し
得
た
硫
酸
銅
液
の

』。
、)l

同

-U

0:. 

。・品

。・同

。・0ωω

。・0
。。

t-.:) 

0:. 

~ 

』回‘

t-.:) 

] 

t-.:) 

~ 

語
度
と
時
間
の
開
係
は
吹
の
様
で
あ
っ
た
.

稲胡麻薬枯病被害担種の硫酸銅慮理に於ける其漁

度及r>慮理時間企粗の曹芽並に権病首麓生歩合

供試品種雄 絢

結果誠査矯薦11日後

‘司
N 

第 3 表

四
一
六

事酸鏑富 籾留の設芽 笛の J濯病 健 全 苗
~理興事問

醐敏|軒数|緊 擢側|穣病室|合計 IJ雪 歩合

12時間 回 48 96%.0 | 1 16 17|134% .0 31 62% .0 

0.5% 24 " 50 48 96.0 4 8 12 24.0 36 72.0 

48" 50 印 1∞.0 3 2 5 10.0 45190.o 

12" 回 48 民 0 36.0 30 60.0 

2.0% 24 " 回 回 1α10 2 9 I 11 1 22.0 39 78.ο 

48/1 50 49 98.0 1 3
1

4
1 8.0 45 90.0 

12町 回 48 お.0 4 9 13 26.0 35 70.0 

8.0% 2411 部 50 1∞.0 3 6 9 18.0 41 82.0 

48" 部 48 96.0 3 2 5 10.0 43 86.0 
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(事
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山
町

i
l畠

φ
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|
ω
品

伊
藤
博
士
川
昭
ぎ
の
相
報
告
で
は
稲
胡
麻
葉
枯
病
菌
の
胞
子

は
硫
酸
銅
了
五
-
R
d
m.液
四
八
時
間
渇
理
で
死
滅
し
て
居
る
・

硫
酸
銅
液
に
就
き
て
前
記
同
様
の
賓
験
を
行
っ
た
結
果
は

第
一
一
一
賓
の
通
h
v
で
あ
る
・

第
豆
表
。
結
果
に
よ
る
と
硫
酸
銅
は

A
%
の
浪
厚
液
&
倹

用
し
屯
も
二
四
時
開
届
理
で
一
八
d
p・
四

A
時
間
底
理
で
一

0
・0
%
の
被
害
が
あ
り
、
婦
か
る
護
摩
液
は
資
際
の
使
用

が
困
難
で
あ
る
か
ら
稲
胡
麻
葉
柄
橡
防
に
擁
酸
銅
液
は
使
用

出
来
な
い
様
で
あ
る
・

一一一、昇

震

担
鵡
阻
隔
襲
格
婦
の
一
安
曇
坐
防
止
法
と
し

τの
視
調
消
議

輯胡麻薬楠病櫨客観種の昇栄水底理に於ける共潰

度及び底理時間とl視の賞芽並に組病苗費生歩合

結果編査播積n日後

第 4表

t申

狽 家 2引咋1
4眼悶理時附吋関

10品~o l 6 I ? I 1:11 I必|釘14

雄供書式品種

~ 1:11 国回1時間

76.0 38 12 4 田回
3 " 0必%

90.0 ・・45 5 2 田回6 " 

78.0 39 20.0 10 

7 

s !i 

a 
見。49 国1 11 

お.043 14.0 4 100.0 日回311 0.1% 

四
一
也

90.0 45 5 I 1∞.01 4 関回6 " 

78.0 39 20.0 10 9a.o 49 50 111 

92.0 

84.0 

46 

42 

8.0 

4.0. 

4 

2 

。
エ

1α1.0 

88.0 

同

44 

5Q 

回

31/. 

61/. 

0.:旬4



更
に
昇
宗
水
に
就
き
て
同
様
の
親
種
消
毒

担
問
鋭
蹴
襲
給
憶
の
一
次
愛
生
防
止
法
と
し
て
の
籾
層
調
滑
穫

試
験
生
施
行
し
た
・

0
・
0
五
%
、

0
・
一
%

及
び

0
・
二
%
の
濃
度
の
液
で
一
時
間
、

時
間
及
び
六
時
間
鹿
理
し
た
が
共
結
果
は
第

四
衰
の
鋤
く
で
、
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
の
蜜
生

を
防
止
す
る
に
は
可
た
り
漫
画
静
た
液

(
0・五

u
w
v
に
長
時
間
底
理
せ
ね
ば
困
難
左
様
で
あ

る四
、
ゥ

ス

プ

ン

7レ

ウ
ス
プ
ル
シ
に
就
き
て
は
著
者
も
量
に
賓

験
し
た
底
で
る
り
、
共
効
果
に
就
き

τは
翫

に
詳
細
に
報
告
し
た
が
(
西
門
・
三
宅
昭
三
鼓

に
今
回
の
賓
験
結
果
を
報
告
す
る
。
本
質
験

に
供
用
し
た
費
料
は
猫
油
イ
1
・
グ

1
染
料

工
業
舎
一
舵
護
費
の
品
で
あ
る
。

0
・
一
二
五
%

0
・
二
五
dn
及
び

0
・
五
%
液
を
供
用
し
相
胡

稲胡麻薬枯病被害担種のウスプルン液慮理に於ける

共温度及び鹿理時間と粗の費芽並I'C櫨病苗費生歩合

第 5表

矯積11日後

y湿度

結果論査

… |闘時間l品;;品よよ!?針「雲雪崩長
M11131141461ぉ |725

t申雄供諒品種

35 14 3 1 49 印3時間

82.0 41 18.0 9 2 7 1∞.0 印50 611 

88.0 44 1.2.0 6 。6 1【Xl.0回印121/ 
【).125%

88.0 44 10.0 5 。5 93.0 49 国24" 

88.0 44 12.0 6 。6 回国
3 " 

田.045 10.0 5 。5 100.0 回田6/1 

民043 12.0 6 。6 98.0 49 回12 
0.25% 

四
一
凡筑).045 8.0 4 。4 98.0 49 回24 

開.044 8.0 4 。4 部.048 国31/ 

位。45 8.0 4 2 2 98.0 49 国6 1/ 
0.5% 

96.0 

部.0

48 

48 

4.0 

4.0 

2 

2 

。
1 

2 

1 

1∞.0 

1∞.0 

50 

日

回

国

12 " 

2411 



麻
薬
枯
病
被
害
の
雄
榊
種
の
粗
を
一
一
一
時
間
、

六
時
間
、

一
二
時
間
及
び
二
四
時
間
底
理
し

て
砂
中
に
蒔
付
け
費
生
し
た
首
に
幌
病
首
費

現
の
有
無
を
調
査
し
た
。
共
結
果
は
第
五
表

の
如
く
で
、

ウ
ス
プ
ル
シ
の

0
・
一
二
五
dn

以
上
の
漉
さ
の
液
で
、

一
二
時
間
以
上
底
理

す
れ
ば
粗
種
に
よ
る
栢
胡
麻
薬
枯
病
の
侮
染

を
著
し
く
軽
減
し
得
る
。
此
結
果
は
轟
に
報

告
し
た
鹿
〈
昭
一
一
v

と
時
L

一
致
す
る
。

五、

uq

ル

シ

サ

更
に
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
被
害
粗
種
の
が
ル

ミ
ザ
シ
消
毒
に
就
き
て
記
載
す
る
。
グ
ル
ミ

サ
シ
は
滴
遁
サ
ツ
カ
サ
シ
合
祉
費
賓
の
物
で

昭
和
六
年
著
者
の
一
人
が
持
踊
っ
た
物
で
あ

必。

0
・
一
二
五
dn、
0
・
二
五
%
及
0
・五

%
の
浪
さ
の
液
で
一
一
一
時
間
六
時
間
一
二
時
間

栢胡麻薬枯病被害粗種のダルミサシ底理i亡於ける共

程度及び鹿理時間と籾の稜芽並に擢病首費生歩合

第 6表

指
胡
匹
眠
薬
格
病
の
一
次
費
生
防
止
法
と
し
て
の
籾
構
消
毒 播種11日後

ゲルミサ
籾穂の授芽 箇の穣病 健全箇

ν温度 盛理時間

輔教|抑制禦 羅 糊 | 鵬 重 |合計|緊健闘|緊 t

3時間 50 50 1∞ラ4.0 ~ 74F.4 0 1.3 26F.4 0 

6 " 50 50 1∞.0 10 21 31 62.0 19 38.0・

0.125% 、
1211 50 50 1∞.0 9 却 29 58.0 21 42.0 

2411 50 4~ 98.0 13 12 25 50.0 24 48.0 

311 田 日 1∞.0 17 16 お 回.0 17 34.0 

6" 50 49 98.0 7 22 29 58.0 20 40.0 
0.25% 

1211 回 回 1∞1.0 5 22 27 54.0 23 46.0 

24 " 回 50 1∞.0 2 6 8 16.0 42 84.0 

3" 回 49 98.0 6 1.3 19 38.0 30 60.0 

6 " 50 日 1∞.0 8 11 19 38.0 31 62.0 
0.5% 

12 " 45 44 a.o 4 14 18 36.0 26 57.8. 

24 " 国 48 96.0 4 2 6 12.0 42 84.0 1' . 

結果爾査柳雄供試品種

四
一
九



精
銅
腐
葉
格
調
の
一
実
量
生
防
止
法
と
し
て
の
務
扇
清
穆

間
二

C

及
び
二
四
時
間
慮
理
し
で
費
茅
せ
し
色
た
が
共
結
果
は
第
六
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。
本
質
験
刊
日
比
稽
古
一
円
材
料
ぢ
あ
ムJ

対
抗
、
可
な
り
調
〕
円

満
で
相
官
長
時
間
慮
理
す
れ
ば
儲
病
も
著
し
く
軽
減
し
得
る
が
箆
元
全
に
之
が
裂
病
を
阻
止
す
る
に
は
至
ら
な
い
結
果
と
な
っ

τ居
る
。

頃
も
、
ー
‘

d
f

判

結

之
b
主
要
す
る
に
本
暑
の
賓
験
は
従
来
の
試
験
の
反
覆
で
極
く
少
規
模
で
単
な
る
設
備
試
験
の
範
囲
を
出
・
な
い
つ
然
し
此
賓
験
し
O
範
園
立

は
栢
胡
肺
葉
枯
病
被
害
の
粗
種
を
消
毒
す
る
に
は
硫
酸
銅
、
鼻
菜
、
或
は
グ
ル
ミ
サ
ン
の
如
き
薬
剤
の
底
理
で
は
充
分
に
其
目
的
を
建
し
得

な
い
様
で
あ
る
。

ホ
ル

T

P

V
は
他
の
供
試
薬
剤
と
は
趣
を
異
に
し
、

0
・四
%
又
は
以
上
の
諜
さ
の
液
で
四
時
間
、
或
は
夫
以
上
底
理
す

る
と
親
種
の
費
芽
を
客
せ
や
稲
胡
麻
薬
枯
病
の
被
害
を
著
し
く
軽
減
す
る
事
部
判
っ
た
。
さ
は
伊
藤
博
士
(
昭
手
も
報
脅
さ
れ
て
居
る
島

で
、
共
結
果
と
軌
を
一
つ
に

rる
。
ウ
ス
プ
ル
ン
も
亦
本
質
験
の
範
囲
で
は
ホ
ル
マ
リ
ン
に
紅
い
治
憲
的
効
果
を
示
し
た
が
硫
酸
銅
或
段
昇

宗
は
殆
ん

E
効
果
が
念
か
口
光
。
此
事
賓
は
稲
胡
麻
葉
拍
病
菌
は
被
害
蜘
鮮
の
表
面
に
附
着
す
る
に
止
ら
や
内
部
に
迄
も
侵
入
し
て
居
る
事
主

一
不
す
物
の
様
で
あ
る
。
而
し
て
ホ
ル
マ
リ
シ
及
び
ウ
ス
プ
ル
ン
の
効
果
が
他
襲
剤
の
夫
に
比
し
て
大
な
る
所
以
に
つ
ぎ
て
は
共
浸
潤
力
の
強

大
な
る
事
が
一
閃
と
思
は
れ
る
が
、
此
等
の
賭
に
就
き
て
は
更
に
賓
験
し
報
告
す
る
事
&
す
る
。

--T
被
害
組
種
の
温
浸
慮
理

上
記
第
二
項
の
賓
験
結
果
が
稲
胡
麻
薬
枯
病
被
害
粗
種
の
消
毒
に
は
硫
酸
銅
、
昇
葉
、
或
は
グ
ル
ミ
ザ
ン
の
如
き
重
金
属
の
醜
類
の
効
果
が

著
し
ぐ
劣
れ
る
に
も
係
ら
や
ア
オ
ル
寸
リ
ン
、
ウ
ス
プ
ル
ン
が
比
較
的
良
好
な
る
成
果
を
牧
め
得
た
の
は
詫
菌
菌
糸
が
稲
糠
内
部
へ
侵
入
」

τ局
H
d崎
め
に
上
記
の
薬
品
慮
現
に
よ
り
で
之
常
殺
減
し
得
ざ
る
事
貨
を
示
す
様
で
あ
る
。
斯
う
し
た
組
織
内
へ
侵
入
し
た
菌
糸
め
殺
誠
に

位
温
湯
鹿
理
が
有
萌
な
る
ぺ
密
警
で
あ
る
。
著
者
は
嚢
に
此
黙
に
就
き
賓
胎
し
た
事
が
あ
り
共
結
果
は
穴
正
七
年
に
報
告
し
た
寵
で
あ
る
。



設
に
更
に
昭
和
一
五
年
産
の
粗
種
に
就
き
て
賓
験
を
試
み
た
か
ら
共

結
果
を
報
告
し
度
い
と
息
ふ
。

質
臥
臓
は
昭
和
一
五
年
倉
敷
市
大
原
農
業
研
究
所
圃
場
産
の
愛
娘
榊

力
、
雄
榊
、
吉
紳
、
旭
及
び
道
海
榊
力
の
五
日
間
極
の
楓
種
で
稲
胡
麻

葉
枯
病
の
被
害
の
耳
た
り
著
し
か
っ
た
も
の
を
棋
用
し
食
。
供
試
親

組
は
強
め
比
重
濯
に
よ
り
て
は
選
別
し
一

・
一
八
以
上
の
も
の
で
あ

。
た
。
温
湯
の
温
度
低
五

O
、
五
二
、
五
四
、
五
六
、
五
八
及
び
六

。
度
と
し
、
之
に
一

0
分
間
底
理
し
由
理
後
直
ち
に
冷
水
に
移
レ
、

来
で
放
を
切
り
砂
中
に
蒔
付
け
て
八
|
一
』
日
聞
の
後
共
産
芽
歩
合

並
に
首
の
根
病
の
多
少
を
調
夜
し
た
。
共
結
果
は
第
七
表
乃
至
第

一
表
の
如

4
で
あ
る
。
向
第
八
及
び
九
表
の
結
果
か
ち
苗
の
縦
病
歩

合
准
個
示
す
る
と
第
一
圃
衰
の
如
〈
で
あ
る
。
右
撤
去
の
結
果
で
は

本
質
験
に
供
用
の
組
種
は
乾
燥
が
宜
致
か
っ
た
聞
係
で
も
あ
る
が
、

底
理
し
た
粗
種
の
輩
芽
は
一
般
に
良
好
で
あ
っ
た
。
先
づ
愛
媛
一
脚
力

種
に
就
い
て
見
る
と
第
七
表
の
示
す
が
如
く
六

O
度
一

0
分
間
浸
潰

で
も
蛮
芽
が
殆
ん
ど
害
さ
れ
て
な
い
が
、
貰
の
被
害
は
可
み
り
に
著

指
翻
E

鵬
集
桔
病
の
一
次
優
佳
防
止
法
と

L
て
の
籾
麗
摘
議

稲胡麻薬枯病被害担種の温湯底理に於ける

温度と組の費芽並に纏病苗襲生歩合

供試品種 愛媛面市刀穣

.Il理時間 10 分 間

結果調査 燭穏 8 日後

第 7表

籾種 の 授穿 苗 の 犠 病 慎重金箇
籾穏の慮理

踏穏歎I設芽制1整ζグ支に2 障1 病騨I羅病室I合計 I霊4ν安 歩合

無 • 理 1∞ 98 9話 34 26 釦 |626 38 aラL4O 

由度温湯量主理 1∞ 的 99.0 17 44 61 61.0 指 お.0

52 " 11 1∞ 99 99.0 25 28 田 53.0 46 46.0 

54 " " 1∞ 1∞ 1∞.0 30 16 46 46.0 I 54 54.0 

56 " 11 1∞ fJ1 97.0 8. 却 却 28.0 I 69 69.0 

58 " " 1∞ 1∞ 1∞.0 11 22 31 31.0 69 69.0 

部 n 11 l∞ 99 99.0 1田 14 宙 泊.0 70 70ρ 

四



宿
胡
属
襲
枯
痛
の
一
次
量
生
防
広
誌
と
し
て
の
籾
蘭
消
毒

稲胡麻葉枯病被害組種の温湯島理に於ける

温度と視の費芽並IC櫨病苗費生歩合

供試品蕗雄 御

慮 理 温湯10分間浸調

結果調査 燭種 11日後

第 8表

籾湾の授芽 苗 の 嬉 病 健 全箇 |
籾積の島理

醐故障利震 纏錆鰐I穫病室I合計 I霊乙M室J:l 歩合

9ぷ % 
29% .2 無 慮 理 忽沼 3∞ 141 71 212 70.2 88 

日度1i理温湯 310 304 98.2 152 38 190 61.3 114 36.9 

52 " " 319 310 973 82 43 125 39.2 185 日.0

54 " H 304 299 98.4 77 21 1∞ 32.9 199 65.5 

56 " " 2'74 2Sl 97.5 28 13 41 15.0 226 82.5 

58 " " 251 245 97.6 14 2 16 6.4 229 91.3 

¥1 60 1/ " 249 247 99.3 8 1 9 3.6 お8 95.6 

稲胡麻薬枯病被害組種の温湯底理tζ於け

る温度と粗の費芽並に摺病首費生歩合

供試品種音 肺

E匙 理 i畳湯10分間浸演

結果の調査 矯麓 11日後

第 9 ・友

回
二
二

| 籾轄の授穿 | 苗の極病 ffI)・5を箇

健全敏|鍵全播積歎|設芽敷|繋催病幌病室|合計 lE雲 歩合

93i 
ラ4

2tラL48 
無 慮 王室 191 100 76 59 1あ 71.1 55 

由度~理温湯 笈y1 296 99.7 84 167 251 倒、8 45 15.2 

52 " " 260 公幻 100.0 76 153 忽9 88.0 31 11.9 

54 " " 294 294 1α).0 52 123 175 59.6 119 

56 " " 
2印 248 99.3 10 65 75 卸 .9 173 69.3 

58 " " 252 2国 99.3 34 39 百 29.2 177 70.3 

60 " " 175 173 98.9 11 1 12' 6.9 161 92.0 



稲胡麻薬枯病被害腕種の温湯島理Ir:於け

る温度と視の費芽並に櫨病苗費生歩合

供諒品種 旭

慮 理 温湯10分間浸覆

結果繭査 播 種 11日後

第 10表

健全箇
，籾種の島理

|踊敬|授矧 122|穣病判権躍|合計lE2 歩合

無 慮 理 ~ 42- 97 自9 47ラ.44 臼5 46ラ.24 

由度慮理温湯 2'53 238 94.0 24 76 1∞ 39.6 138 54.6 

52 11 11 270 2田 鉛.6 16 民 71 26.3 179 白.3

54 11 11 270 247 91.5 35 17 52 19.2 195 72.3 

56 fI I! 256 225 88.0 26 13 泊 15.2 186 72.7 I 

58 11 韓 219 怒)3 92.7 19 1 却 9.1 183 83.6 

印 8 " 202 ~1 99.5 2 1 。‘J 1.5 即 lm

酒
胡
腐
葉
絡
病
の
一
次
漫
安
防
止
法
と
し
て
の
粗
酒
滑
盛
時

稲胡麻薬枯病被害担種の温湯廃理に於け

る温度と組の蛮芽並に擢病苗費生歩合

供試品種 遺海脚力

Jl 理 tI湯10分間浸演

結果調査 矯種 11日後

第 11表

苗の樫病 健全箇
籾麗の虎理

確病軽|握病室|合計|緊 健全数|健全時敏|鐙糊152
1 歩合

無 .Il 理 329 135 41ラ.43 45 。45 必 旬

50穫量島理温湯 315 1日 48.7 'z1 14 41 13.1 U2 

52 I! h '2s1 l2s 46.9 10 。10 3.8 115 低 11

54 " 骨 2国 I14 51.7 6 4 10 3.6 139 46.3 

56 " " 292 1回 54.1 11 3 14 4.8 144 49.4 

国 H I! 272 110 ω.5 。。。。110 40.5 

印 8 骨 241 74 30.7 。。。。 74 釦'.7

四
二
三



棺胡練藁枯病被害粗種の祖湯鹿理

に動ける温度と菌費生曜病歩合

A 舌紳穐 B 雄抑留

第1圃表

府
翻
鉱
業
枯
病
の
一
次
俊
生
扮
立
法
と
し
て
め
籾
種
世
嗣
様

% 

回
二
回

温度

し
く
、
六
O
度
二
u分
間
浸
漬
直
に
於
℃
術
↓
4
4
0
%
に
近
い

c 

椴
病
苗
に
見
売
。
此
結
果
に
闘
す
る
限
り
温
湯
慮
理
は
共
劫

果
が
面
白
く
ゑ
い
様
で
あ
る
。
雄
一
脚
種
の
結
果
で
は
(
第
A

，. 

表
及
び
第
一
一
間
表
B

六
O
度
一
0
時
間
鹿
理
で
も
費
芽
に

.1l 

は
殆
ん

E
害
骨
く
櫨
病
首
は
無
農
理
の
七
O
、
二
%
に
針
し

て
五
O
度
廃
唖
直
が
六
一
・
三
%
、
五
二
度
が
一
ニ
九
・
二
%
、

'‘・

豆
四
度
三
二
・
九
dn
、
五
六
度
一
五
・
O
%
、

五
人
度
六
・
四

s. 

uw、
六
O
度
咽
了
六
%
と
温
度
の
上
昇
と
実
に
漸
械
し
た
。

夫
故
五
八
度
又
は
六
O
度
&
れ
ば
消
毒
の
問
的
を
撞
し
再
る

時

物
の
様
で
る
る
。

-
百
一
神
置
の
結
果
も
(
第
九
表
及
び
第
一
表
A
)
六
O
度
で
虞

4。

理
す
る
と
被
容
は
六
・
九
%
に
減
じ
て
属
り
消
毒
効
果
を
ま

は
し
て
居
る
。
旭
種
(
第
一
O
表
}
も
亦
同
様
の
傾
向
が
あ
る
逝
海
榊
力
で
の
結
果
(
第
一
一
表
V

は
元
来
此
日
還
の
供
猷
棋
が
輩
芽
歩
合
の
低

g。

』

.. 

h 

い
親
種
で
あ
っ
た
が
ら
温
湯
鹿
理
で
費
芽
歩
合
白
高
ま
る
と
い
ふ
結
果
に
恋
っ
て
居
る
。

更
に
吉
榊
種
に
就
い
て
本
病
被
害
楓
種
の
温
湯
底
理
に
於
け
る
温
度
並
に
廃
理
時
間
と
櫨
病
苗
費
生
歩
合
と
の
開
係
を
調
査
し
た
共
結
皐

は
第
一
二
表
の
如
〈
で
ニ
O
分
刷
浸
潰
し
で
も
五
分
或
紘
一

0
分
間
浸
潰
し
た
物
と
殻
芽
歩
合
に
於
て
大
差
は
な
い
の
が
多
い
が
、
ニ
O
A
A



輔胡麻薬枯病被容積題。温湯寵理に於ける温度

並に底理時間と視の被芽並に掘病苗費生歩合

供試品種吉 柳 oむ富1.18以上〉

徳永浸百置を行はず

結果繭査 望書穣11日後

第 12表

籾穫の袋芽 苗 め 纏病 健全菌

踊判断敏|繋 礎調判断重|会計 E雲健箇敏鍵血ty麓~ 

I ~∞ 1 9814 ダ I28 I 65 1必|ぉ ~ 

5 1∞ 25 34 59 59.() 41 41.0 

回穫 10 1∞ 1∞ 1∞.0 'z1 19 46 特.0 54 日.0

20 1∞ D5 95.0 ~ ~心 回 回.0

5 1∞ 97 r:11.0 n 25 47 47.0 日 品。

52穫 10 1∞ 98 98.0 加 22 42 42.0 58 58.0 

20 1∞ 96 お.0 12 17 29 29.0 71 71.0 

5 100 94 94.0 12 28 40 40.0 即 回.0

54度 10 1∞ fdl 97.0 12 18 卸 卸 .0 70 70.0 

20 1∞ a ぬ0 9 19 28 a.o 72 72.0 I 

5 95.0 15 18 お お.0 62 72.0 j 
1 

56Jl 10 1∞ 98 鉱 O 13 13 お 2弘O '72 72.0 

祖 1∞ 96 96.0 10 12 n 22.0 74 74.0 I 

5 1∞ 98 98.0 12 16 28 28.0 70 70.0 

58度 10 1∞ 96 銀:;'0 9 11 却 20.0 指 76.0 

20 1∞ 95 95.0 13 6 19 19.0 76 76.01 

トーー一一!ーー一一一一
5 1∞ 95 95.0 9 17 26 26.0 69 関 .0I 

60度 10 1∞ 95 95.0 10 9 19 19.0 76 76.0 

ao 1∞ a 見O 5 10 1.5 15.0 飽 83.0 

棒
鋼
隊
旗
枯
婦
の
一
背
負
擾
生
防
止
法
と
し
て
の
寵
碩
澗
毒

関
二
五



四
二
六

間
浸
潰
で
は
鹿
理
の
危
険
を
伴
ふ
か
ら
一

O
分
で
宜
敷
い
様
に
思
は
れ
る
。
幌
病
苗
の
費
生
歩
合
か
ら
云
ふ
と
供
試
何
れ
の
温
度
に
於
て
も

試
験
の
範
囲
の
時
間
で
は
完
全
に
曜
病
苗
の
費
生
を
防
止
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
・

栂
胡
直
帰
業
給
痛
の
一
次
aa生
防
止
法
と
し
て
の
籾
種
滑
議

圏
、
被
害
籾
種
の
清
水
温
湯
慮
理

之
を
要
す
る
に
供
試
五
品
種
の
大
部
分
の
品
種
に
於
て
は
胡
麻
薬
枯
病
被
害
の
組
種
を
五
八
ト
六

O
度
の
温
湯
に
一

0
分
間
鹿
理
す
る
も

費
芽
に
大
容
を
呈
す
る
事
な
し
に
稲
胡
麻
薬
枯
病
の
被
害
を
可
な
り
に
著
し
く
駆
減
し
得
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
然
し
五
八

l
六
O
度
と

い
ふ
温
度
を
供
用
す
る
事
は
一
般
に
大
量
的
に
は
困
難
を
伴
ふ
物
の
様
で
あ
る
。

稲
胡
麻
薬
枯
病
被
害
籾
種
の
温
湯
底
理
に
よ
り
て
共
苗
に
於
け
る
櫨
病
を
軽
減
し
得
る
事
は
前
項
の
貸
験
に
よ
り
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、

温
湯
底
理
の
効
果
b
t
更
に
的
確
に
す
る
矯
め
に
冷
水
温
湯
底
理
の
賓
験
を
行
っ
た
。
組
種
の
冷
水
温
湯
底
理
に
就
き
て
は
著
者
は
光
年
賓
験

報
告
し
た
慮
で
あ
る
が
、
故
に
今
回
賓
験
し
た
底
を
報
告
す
る
。

ィ
、
冷
水
温
湯
漫
に
於
け
る
温
湯
の
温
度

前
項
の
賓
験
で
報
告
し
た
愛
媛
紳
力
種
の
昭
和
一
五
年
産
の
視
で
稲
胡
麻
薬
枯
病
菌
に
可
な
り
に
著
し
く
侵
さ
れ
た
も
の
を
供
用
し
強
め

ニO
度
内
外
の
冷
水
に
八
時
間
漆
備
浸
潰
し
た
組
を
所
定
温
度
の
温
湯
に
一

0
分
間
浸
潰
し
共
後
砂
付
け
て
共
後
九
日
後
に
費
芽
の
般
況
、

苗
の
擢
病
数
を
調
査
し
た
。
共
結
果
は
第
一
三
表
及
び
第
二
圃
衰
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
一
一
一
表
の
数
字
及
び
第
二
国
表
に
よ
る
と
五
二
度
或
は
五

O
度
の
楓
湯
に
鹿
理
し
た
親
種
は
無
慮
理
棋
と
同
様
故
九
九
U
W

の
費
芽
歩
合

を
示
す
が
五
四
度
浸
演
の
籾
種
で
は
蛮
芽
歩
合
が
九
五
・
一
一
一
%
と
な
り
、
五
六
度
で
は
七
0
・
八
%
と
遁
下
し
て
居
る
か
ら
五
二
度
な
ら
ば
安

金
で
あ
る
が
五
四
度
で
は
危
険
直
域
に
近
づ
い
た
様
で
あ
る
.
首
の
被
害
を
見
る
と
無
底
理
の
五
六
・
九
M
W
に
劃
し
て
五
O
皮
温
楊
魔
理
籾



稲胡麻葉枯病被害粗種の冷水温湯底理に於け

る温湯の温度と組の費芽並に櫨病首費生歩合

愛媛耐力

冷水8時間浸演後所定温度の温湯に10分間浸讃

播種後 9日

第 13表

供試品積

慮理

結果調査

籾穫の授芽 | 箇 官コ 権 病 健全箇
籾渥の盛理

矯種敏|授芽敏|努 |腕鰻|樫病室|合計 |緊健闘iEE
無 慮 理 216 213 98.7 52 71 123 制 | 剖 41.6 

501霊視湯慮理 212 210 99.2 45 33 78 36.8 132 62.3 

52 " H 2∞ 199 関.5 7 11 18 9.0 181 90.5 

54 " " 211 201 95.3 5 1 6 2.8 195 92.5 

56 " " 202 143 70.8 1 2 3 1.5 140 関.3

国 11 時 222 45 20.3 。。。。 45 釦.2

60 11 " 222 2 0.9 。。。。 2 0.9 

画
制
胡
E

鵬
業
給
病
の
一
次
踊
誕
生
肪
立
法
と
し
て
の
籾
種
滑
毒

稲胡麻薬枯病被害籾種の冷水温湯鹿理
i乙於ける温度と視の護芽及び催病歩合

A 籾糧援芽歩合 B 稽病菌後生歩合

第二闘表
は
三
六
-
A
d
n
、 ;: 

% 

温度c g。JI 

一 一 戸 ノ/一
一

-
恒

h

五
二
度
で
は
九
・

ouw、
h

u

 

五
四
度
で
は
二
-
A
%
、
五

そ
れ
で
健
苗
歩
合
の
最
も
高

六
度
で
は
一
・
五
%
と
逓
減
し
て
居
る
。

い
の
は
五
四
度
廃
理
匿
の
九
五
・
五
%
で
、
五
二
度
底
理
匿
の
九

0
・五

%
が
之
に
弐
ぎ
、
共
他
で
は
何
れ
も
六

O
M華
或
は
夫
以
下
に
低
下
し

四
一
一
七



宿
鋭
匝
鳳
襲
結
痛
の
一
次
愛
生
防
・
広
法
と
し
て
の
田
崎
藤
指
例
議

て
居
る
、
夫
故
本
病
被
害
籾
種
は
穣
備
冷
水
浸
を
行
ひ
た
る
後
五
四
度
又

は
五
二
度
の
温
湯
で
一

0
分
間
で
底
理
す
れ
ば
宜
い
筈
で
あ
る
が
組
種
聾

芽
の
安
全
性
生
見
込
め
ば
五
二

l
一
ニ
度
で
一

0
分
間
鹿
理
す
る
が
宜
い
様

同
も
あ
る
・

ロ
、
冷
水
温
度
底
理
に
於
け
る
冷
水
慢
の
時
間

此
賦
に
つ
き
で
賓
験
を
行
っ
た
の
は
愛
媛
一脚
力
腫
で
議
備
冷
水
浸
演
の

時
刷
を
回
、
八
、

一
二
、
二
回
及
び
四
八
時
間
と
し
て
、
之
を
五
二
度
の

-a湯
に
一

0
分
間
使
潰
し
た
。
共
結
果
は
第
一
四
表
の
如
く
で
噛
服
飾
謹
水

二
四
時
間
ま
で
は
九
九
%
の
費
芽
歩
A
n
を
示
し
た
が
四
八
時
聞
と
な
る
と

著
し
〈
減
少
し
五
四
%
を
示
し
た
.
首
の
椴
病
歩
合
一
は
謙
耐
冷
水
浸
潰
の

時
聞
が
四
時
間
か
ら
八
、

一
二
、
二
四
時
間
と
増
加
す
る
に
従
っ
て
著
し

く
逓
減
し
、

一
二
時
間
或
は
二
四
時
間
浸
潰
直
で
は
殆
ん
ど
被
害
苗
が
表

枯
れ
在
か
う
た
。

此
結
果
か
ら
見
る
と
ニ

O
度
内
外
の
冷
水
に
コ
マ
ム
一
四
時
間
浸
潰
し

た
観
極
を
五
二
度
の
温
湯
で
一

0
分
間
庭
理
す
れ
ば
楓
種
の
費
芽
に
は
殆

ん
ど
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
守
、
粕
胡
麻
薬
枯
病
の
稜
生
堂
略
主
完
杢
に
防
止

稲胡瓜葉枯病被筈楓種の冷水温楊鹿理に於ける

冷水島理母時間と艇の費芽並に脚病苗費生歩合

混湯島理司氏52度10分間 結果爾査調書穏9日後

第 14婁

品;;品よみ:JE雲間長
ごI~ I ~9 I ~~ I ~ I ~~~ I ~話

愛媛神力

籾爾 m 理

供鼠品種

147 49 19 ヨ1部2∞ 理島無

鉛.5m
w
m町
市

町

噌ム

1
‘

噌
A

5.5 11 1 10 198 忽JO冷水4時間浸漬
四
二
H
A

回.56.5 13 3 10 広JO

忽JO

200 8 

98.5 1..5 。
u 

。3 1【JQ.O2∞ 
2∞ 

12 

99.0 1部。5。。1 99.0 198 24 

54.0 108 

備考 24時間ls水に浸演し?とる紛の滋芽は約 1日開遅延t.4S時間漫演の物It量発2

後の菌の活力優勢ならず。

。54.0 1国200 48 



玉
、
線

括

し
得
る
物
の
様
で
る
る
。

上
記
の
貨
験
の
結
果
か
ら
云
ふ
と
稀
胡
麻
薬
枯
病
被
害
岨
鮮
は
普
通
の
種
子
消
毒
剤
例
へ
ば
昇
平
水
水
或
は
硫
酸
銅
液
或
は
、
グ
ル
ミ
サ
ン
の

加
き
で
底
理
し
た
場
合
は
其
粗
極
の
費
芽
を
書
官
せ
な
い
浪
皮
或
は
時
間
の
範
囲
で
は
滑
毒
の
効
果
を
充
分
に
表
は
す
事
は
六
ケ
重
い
。

ホ
ル
マ
リ
シ
液
は

0
・四

1
7
0
%液
で
四
時
間
或
は
夫
以
上
底
理
す
る
と
稲
胡
麻
葉
枯
病
根
病
苗
の
歩
合
を
可
た
り
に
減
少
す
る
事
が

出
来
、
消
毒
の
効
果
を
表
は
し
た
。
此
輸
は
晶
換
に
伊
藤
博
士
(
昭
さ
が
稲
胡
麻
薬
枯
病
被
害
粗
の
島
理
の
矯
め
に
ホ
ル
マ
リ
ン
底
理
を
堆
稽

さ
れ
た
底
&
軌
を
一
つ
に
す
る
。
ウ
ス
プ
ル
ア
底
理
は
効
巣
略
主
之
に
類
す
る
様
で
あ
る
・

然
し
本
病
被
害
視
の
慮
理
は
ホ
ル
マ
リ
シ
或
は
ウ
ス
プ
ル
シ
液
授
漬
で
は
共
目
的
を
時
主
達
し
得
る
と
し
て
も
、
職
時
下
の
資
材
開
係
か

ら
ホ
ル
マ
リ
シ
の
如
き
を
使
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せ
や
温
湯
で
島
理
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来
れ
ば
と
の
考
へ
か
ら
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は
轟
に
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っ
た
質
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水
淑
湯
島
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の
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験
を
行
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た
。
共
結
果
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ほ
ニ

O
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水
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浸
潰
す
る
事
一
ニ

t二
四
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聞
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後
五
二
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の
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揚
に
一

0
分
間
底
理
す
れ
ば
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種
の
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茅
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E
容
す
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事
な
〈
稲
胡
麻
薬
枯
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蜜
生
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ん
ど
完
全
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防
止
す
る
世
帯
が
出
来
た
。
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縁
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右
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憶
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